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　昨年8月、ニューヨークにある老舗ジャズ・
クラブ「バードランド」で、ジャズピアニスト
のレジェンド、オスカー・ピーターソンの生誕
100周年祝ライブを5日間やった。その5日間
の1日がオスカーの誕生日なのだが、それは
奇しくも終戦記念日である8月15日なのだ。
このライブで今回ご一緒したジャズ・レジェ
ンドの二人、白人のドラマーであるジェフ・ハ
ミルトン、黒人のベーシストであるジョン・ク
レイトン。そこに黄色の僕が入ったこのボー
ダーレス・トリオでオスカーの作曲した「自
由への讃歌」を演奏した。200人近いオー
ディエンスの皆さんが息を呑んで聴く様子を
ステージで感じて胸がいっぱいになった。口
には出さなかったが、ジェフもジョンも同じ
気持ちだっただろうと思う。オスカー・ピー
ターソンというピアニストの奏でる「ジャズ」
という枠を遥かに超えて世界中の人を魅了
した。それは無条件に聞く人の気持ちを高
揚させて心を幸せにさせてくれる。そのポ
ピュラリティーの余りの高さに「これはジャズ
のスタイルで演奏するポピュラー音楽で本
物のジャズではない」という様な、所謂「ジャ
ズ通」と呼ばれるファン層からの厳しい意見
もあったほど、ピーターソンの音楽は世界中
の人を幸せにした。僕がバークリー音楽大学
に留学して知り合った学生のピアニストに
「僕はピーターソンを聴いてピアノを始めん
だ」と伝えると「僕もそうだよ！」と言ったピ
アニストの多い事に驚きと喜び、それと何故
か誇りを感じたのを今でも覚えている。

　実はこのザ・フェニックスホールで阪神淡
路大震災の直後に開催されたチャリティーコ
ンサートで父親の実、弟の啓と共演したこと
がある。その父が一番愛した音楽はデキシー
ランドからスイングの時代のジャズだった。僕
はそれを母のお腹の中にいた頃から聞かされ
ていたので、生まれ落ちた時にはもう既にス
イングする音楽が一番の子守唄だったんだと
思う。親父は1934年生まれなので、終戦は11
歳の時。祖父母の家が進駐軍に接収され、米

軍のバンドが毎晩デキシーランドのジャズを
演奏していたと父親から聞いたことがあるが、
そんなアメリカの本物のジャズを毎晩聞いて
いた父は、大阪に生まれた子が大阪弁を普通
に話せるようになるように、そのデキシーラン
ドという言語の、おそらく「訛り」まで体で覚
えてしまったんだと思う。そして一番大切な、
本物のジャズ屋たちが演奏するときに感じて
いる「最高の喜び」も。

　ついこの間までは敵国だったはずのアメリ
カの音楽なのに、その音楽が世界を救った。
日本だけではなく、ドイツ、フランス、イタリ
ア、イギリスをはじめ、ヨーロッパの多くの国
でいまだにジャズの土壌が根強く残ってい
る。特に戦後の時代、体でジャズを覚えた
ミュージシャン達はジャズの一番大切な部分
をまるで自国語のように表現できた。その代
表が、僕が最も尊敬する日本人のピアニスト、
作曲家の秋吉敏子さん。今のようにデジタル
で簡単に音楽のコピーや分析ができなかっ
たお陰で、あの時代に育ったジャズミュージ
シャンは国を問わず、みんなあの言語を話せ
るミュージシャンだった。特にあの時代の曲
がとてもシンプルだっただけに、その一番大
切な「スイング」と「ブルース」がなければ何も
感じない音楽になってしまう。それは演奏技
術で表現できるものではなく、心に沁みる切
なさと、体がジッとしていられなくなるリズム
を紡ぐことから感じる「生きる喜び」そのも
の。それは無条件に僕らの心を幸せにしてく
れる。

　ジャズは今、ヒップホップを始め、現代の全
てのポピュラーな音楽のベースになっている。
ただ「ジャズ」と言うならば、「ブルース」と「ス
イング」は外せない。それが世界を一つにした
とても大切な言語だから。音楽が進化して表
面的にどんなに複雑になっても、その「喜び」
があれば国境を越え、肌の色やジェンダーを
超えて人と人とを繋いでくれるから。だから
今、僕はもう一度ジャズと向き合う。
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世界を一つにしたJAZZ

小曽根真（おぞね・まこと）
ジャズ・ピアニスト

ジャズ、クラシックの垣根を超えた独自のア
プローチで世界的に活躍するピアニスト、作
曲家。バークリー音楽大学卒業後、ゲイリー・
バートン、チック・コリア、ブランフォード・マ
ルサリスなど、名だたるアーティストと共演
し、ジャズシーンにおける確固たる地位を築
く。その後、クラシックの分野でも、ニュー
ヨークフィル、ベルリン放響など、世界の名
門オーケストラと共演。近年は、若手とタッ
グを組んだピアノトリオ‘TRiNFiNiTY’と国
内外で活動、世界の最前線で躍進を続けて
いる。ニューヨーク在住。

小曽根真プレミアム・ソロ
～The New York Spirit～
2026年10月8日（木） 19：00開演 指定席
＊詳細はP6をご覧ください

公演情報

ⓒKazuyoshi Shimomura
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